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出席総数

前々回 40/45 91.11% 42/45 93.33%
36/41 87.80% 48名会員総数今 回
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　月一回、会長挨拶の練習も６回目となりました。   
　栗原年度も早いもので半期終了が来週のクリスマス親
睦家族例会となりました。今年度も様々な行事を行ってきま
したが来年４月からの例会場の変更や退会する会員もあっ
たり残念な事もありました。当クラブは２月１８日の「ＩＭ」が控
えており、３月の苗栗ロータリークラブの記念式典参加、苗
栗交換中学生の送り出し、４月には創立４５周年など大きな
行事があります。諸先輩方の築いた事業と伝統を会員全
員の協力で行いたいと思います。私は苗栗ロータリークラブ
の記念式典に参加したかったのですが同日にＰＥＴＳとなっ
てしまいましたので残念ですが参加できません。   
 これから次年度に向けて色々な準備がありますが特に委
員会構成では皆様方のご協力をよろしくお願いいたしま
す。会員一人一人がロータリーの魅力を語れるような居心
地の良いクラブを目指したいと思います。

幹事報告 幹事　藤江康儀君

①国際ロ－タリ－第2620地区ガバナ－生子哲男様から「ＲＩ
意義ある業績賞」推薦のお願いが届きましたので当クラブ
社会奉仕委員会・佐々木委員長に委員会活動についてノミ
ネ－トをお願いしてあります。

8月　　会員増強・新クラブ結成推進月間 
9月　　基本的教育と識字率向上月間 
10月　  経済と地域社会の発展月間 
11月　  ロータリー財団月間 
12月　 疾病予防と治療月間 
1月　　職業奉仕月間 
2月　　平和と紛争予防／紛争解決月間 
3月　　水と衛生月間 
4月　　母子の健康月間 
5月　　青少年奉仕月間 
6月　　ロータリー親睦活動月間 

日本独自の月間
9月　　ロータリーの友月間 
10月　 米山月間 

ロータリーの特別月間

人類に奉仕するロータリー



親睦を深め　ロータリーを楽しもう

（週報担当：佐野宏三）

千葉君
花房君、鈴木（郁）君

会員誕生日
結婚記念日

◆花房君、一昨日、娘が男の子を授かりました。やっとおじい
ちゃんになれました。
◆IM総務委員会、２月１８日のIMの出欠のご連絡を、来週
の家族例会までにお願いしております。特に、受付やご接
待で、奥様方のご協力をお願いしたいのですが、今のとこ
ろご参加が少なくピンチです。是非とも多くの奥様方のご
参加をお願い致します。

◆平出君、昨年の秋に中国の麗水市で写真展が開催され
ました。その時、麗水市で撮った写真を三島市役所の玄
関に展示しました。来週の火曜日まで展示しておりますの
で、市役所に行ったら見て下さい。
◆宇田川君、遠藤正幸様、大変お世話になりました。
◆藤江君、本日、文芸三島第３９号入賞者表彰式出席のた
め早退させていただきます。すみません。
◆ゴルフ同好会、１２月９日～１１日多治見西RCとの交流懇
親会・ゴルフコンペを開催しました。大歓迎を受け楽しくそ
して充実した2泊3日でした。ゴルフコンペの結果は、優勝
平出さん・準優勝宇田川さん・3位伊丹さんでした。次回
は、今度の日曜日に裾野カンツリーで行います。

格があるのは、一万時間の練習をした人」と言っている。これ
は自分の仕事の世界で過去を振り返ってみても解る気がしま
す。若い人達にこれは伝えていくべきかなと思うんですね。
　ところで、グラッドウェルは、「天才」の中の「一万時間の法
則」の章でビートルズを例にあげていて、彼らは出身のリバプ
ールでなく、ドイツのハンブルグのほとんどストリップ劇場かと
いうようなバーで一日8～10時間演奏させられた、そして1964
年爆発的な成功を収めた時には約１２００回のライブをこなし
ていた、と述べている。これがあのビートルズを作ったんだと、
勿論天才的な才能もあったんでしょうが、やはりそういう一万
時間の実演奏後に必然的に生まれたということでしょうか。
　音楽の話ついでに私の趣味であるバイオリンについて少
し話をさせて下さい。１８歳から始めて再来年で５０年になり
ます。平均して１年で１５０時間ぐらい練習と本番で弾いてき
たのではと思うのです。多い年はそれ以上だったと思います
が、１万時間には到らずとも遠からずといったところに来たの
ではと思います。やり始めの頃にこの１万時間の法則のこと
を知らされていたらどうだったでしょうか？就職で沼津に来て
から、室内楽やオーケストラで合奏しながら続けていました
が、クラシック、オンリーでした。ところが、ロータリーに入って、
アメリカン・ポップスやＪＡＺZ好きの仲間から歌を教わり、とりわ
け亡くなったナベさんにナッツ・キング・コールを聞かされ、私は
変わりました。またその後、おやじバンドを結成して練習が始
まり、下手なくせに一人でバイオリンを弾くことを余儀なくされ
た訳ですが、これは今思うと本当に好機というしかないです。
アマチュアでクラシックだけをやっている人間には、そんな機
会は無いのが普通ですから。そして１万時間に到達する大き
なパワーをもらった気がします。
　冒頭で挙げた藤原氏は、リクルート社のスローガンである
「自ら機会を創り出し、機会によって自らを変えよ」こそ成熟社
会での人生を切り開くキーワードであると言ってますが、趣味
の領域とは申せ、私にとって、ロータリーへの入会、そしてお
やじバンドが機会となり、音楽への関わり方が変わったと思い
ます。このスローガンは、ロータリーへの入会勧誘の言葉とし
ても使えると思いますが、如何でしょうか。
　最後に、引用ついでにもうひとつ、私にとって墓場まで持っ
ていきたい言葉があります。１７世紀イギリスの作家・詩人で
あるサミュエル・バトラーの「人生とは、人前でバイオリンを弾き
ながらしだいに腕を上げてゆくようなものである」という名言
です。何事も上達するためには、日頃の努力に加え、時には
人前で恥をかくことも必要ということでしょうか。
 本日は「私にとってのロータリー」を趣味の音楽にかけて考
えてみました。ご清聴ありがとうございました。

　皆様、「一万時間の法則」という言葉を耳にされたことはあ
りますか？この言葉はマルコム・グラッドウェルの「ＯＵＴＬＩＥＲＳ
（外れ値）　Ｔｈｅ　Ｓｔｏｒｙ　ｏｆ　Ｓｕｃｃｅｓｓ」日本語訳では｢天
才｣（勝間和代＝訳）という著書の中の言葉です。私がこの言
葉と出会ったのは、元リクルート社員で、東京都杉並区立和
田中学の校長（民間人で初めて）でもあった藤原和博氏のイ
ンタビューの中でした。氏はリクルート社で、営業やプレゼンで
一万時間以上費やしたそうで、「仕事を面白くやるには、自分
の土俵で勝負すること、そしてその前提として土俵を選ぶ資

卓　話

野田和秀君

「一万時間の法則」をめぐって
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